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Apenndix4：散乱振幅
一般の崩壊幅（１粒子始状態）や散乱振幅（２粒子始状態）の表示を求める。そのために、

規格化された１粒子始状態を定義する。

１粒子始状態は漸近的に自由粒子なのでクライン・ゴルドン方程式
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をみたす。この解のうち正のエネルギーをもつものは、運動量表示に移って
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スピン＝０に対しては、 1=s で )(),( xfskf = 、 1),( =sku 。整数スピンにたいして内積を Lorentz
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Ⅰ．整数スピン

運動量表示で定義すると、
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ここに、 )(kk f=f 、 )(kk y=y を用いた。この表式から、 sk, の完全性条件として、
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両辺を sk ¢¢, と sk, で挟んで、整理すると、
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となる。これを場をつかって表示すれば、
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Ⅱ．半整数スピン

運動量表示で定義すると、
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これより、規格化された{ })(),( kaka ¢ を求める。そこで、
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この表式から、 sk, の完全性条件として、
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となる。これを場をつかって表示すれば、
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Ⅲ．遷移確率

遷移確率は、Ｓ行列の行列要素として求められる。そこで粒子の状態を a で示し規格化

されており完全性を満たしているとする：
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で定義し、１つの 関数d を
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となり、規格化の係数によらない事が分かる。以上の振る舞いがよく分かる表式は、
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